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はじめに 
　待降節の第二週目を迎えております。その待降節
の謂われについてもう一度確認しておきます。 
　神が、アブラハムを通して約束されたカナンの地
はやがてイスラエルとして一つの国にまとめられて
いき、一時は全世界がうらやむほどの繁栄し国に
なる。ところがいつまでも続かない。結局滅ぼさ
れてしまいます。それには理由があって、イスラエ
ルの民が神にそむいて、別の神々を拝み、人の知
恵や力に寄り頼もうとしたからでした。いまなら
「自業自得である」とか「自己責任だ」と言われ
ておしまいでしょう。ところが神はそこで終わら
せない。預言者マラキを通して約束される。救い
主が来られる前にまず主の道を備える者が遣わさ
れ、それから救い主が来られる。だからあなたが
たはどんなときにも待ち望みなさいと言われる。
これが救い主を待ち望むクリスマスの意味です。 
　先週は、御使いガブリエルが祭司ザカリヤのと
ころに現れ、これから生まれるヨハネこそマラキ
が語った先に遣わされる者であることを告げたと
ころを見ました。きょうはその続きで、ガブリエ
ルが今度はマリアという若い女性のところに現れ
たときのことを見てまいります。 

１　御使いガブリエル 
１）おめでとう，恵まれた方 
　御使いガブリエルは、今度はナザレに住むマリ
アの所に現れ、このように切り出します。28節。
「おめでとう、恵まれた方。主があなたとともに
おられます。」 
　神から恵みや祝福をいただきたいと誰もが願っ
ています。あるいは、主が私といっしょにおられる
という確信がなかなか持てないと言う方もいます。
そういう人たちから見れば、「主があなたととも
におられる」とはっきりと約束してもらったマリ
アがうらやましいと思うかもしれません。 
　 
２）男の子を産む 
　でもほんとうに手放しで喜べるのでしょうか。
天使は31節でこう告げています。「見なさい。あ
なたは身ごもって、男の子を産みます。その名をイ
エスとつけなさい。」これは、夫となるヨセフと
結婚した後の話ではありません。ヨセフと結婚す
る前のことです。今の時代ならば、「できちゃった

婚」ということで笑って済ます話かも知れません
が、二千年前のイスラエルは違います。マタイの福
音書には、ヨセフがマリアから妊娠を知らされた
とき、婚約解消を真剣に考えていたことが書かれて
います。仮に婚約を解消していたらどうなるか。ヨ
セフはやり直しできたでしょう。でもマリアは一
生日陰者です。だれが父親か分からない子供を産ん
で育てていかなければならない。冷たい視線にさ
らされながら恥を背負ったまま生きていかなけれ
ばならない。自分はいったいどうなるのか。そう
考えると目の前が真っ暗になります。 

３）父ダビデの王位を与える 
　天使ガブリエルは、そんなマリアを気にかける
ふうでもなく、どんどん話を続けます。32節。「そ
の子は大いなる者となり、いと高き方の子と呼ば
れます。また神である主は、彼にその父ダビデの王
位をお与えになります。」 
　御使いが、「父ダビデの王位」ということばを
どうして持ちだしてくるのか不思議に思うかもしれ
ません。それには理由があります。 
　紀元前千年頃に活躍したダビデは国を一つにま
とめ、エルサレムに自分の家を建てたときのこと
です。彼はふと思った。主の契約の箱は天幕の中に
置かれているのに、自分だけ立派な家に住むのは
どうなのか。神殿を建てるべきではないか。そう
考えた。そこで彼は預言者ナタンに聞きに行く。
そうしたら、ナタンに主から次のようなことばが
ありました。「（ダビデが主のために家を建てる
のではなく）あなたの日数が満ち、あなたが先祖
とともに眠りにつくとき、わたしは、あなたの身
から出る世継ぎの子をあなたの後に起こし、彼の
王国を確立させる。彼はわたしの名のために一つ
の家を建て、わたしは彼の王国の王座をとこしえ
までも堅く立てる。」（第二サムエル7章12、13
節）神がダビデの子孫から救い主を送るとはっき
り約束している箇所として、ユダヤ人なら誰もが知っ
ている有名なフレーズです。御使いは、この約束を
いまマリアを通して神が果たそうとしておられると
告げたのでした。 

２　ひどく戸惑うマリア 
１）ザカリヤの場合 
　さてこれを聞いていたマリアはどう反応したか。
前回見た祭司ザカリヤのことと比べてみましょう。



御使いがザカリヤに、やがてあなたの妻エリサベ
ツが男の子とを産むと語ったとき、ザカリヤはこ
のように言いました。「私はそのようなことを、何
によって知ることができるでしょうか。このわたし
は年寄りですし、妻ももう年をとっています。」 
　ザカリヤはなにか変なことを言ったでしょうか。
いや、言っていない。むしろ常識から外れたことを
語っているのは御使いのほうです。ザカリヤは誰も
が感じる疑問を口にしただけでした。ところが、
御使いから「あなたは信じなかった」からという
理由で口がきけなくされ、耳も聞こえなくされて
しまいます。それは罰というのではなくて、ザカリ
ヤが救い主を待ち望むための静まりの時間になっ
ていったということを前回見ました。 

２）どうしてそのようなことが起こるのでしょう 
　さて、マリアはどう反応したか。34節。「どう
してそのようなことが起こるのでしょう。私は男の
人を知りませんのに。」まだ結婚もしていないし、
男の人を知らないのに、どうして妊娠するのだろ
うか。マリアは、ザカリヤと同じように、そんな
ことはありえないでしょうと正直に答えました。
さあ、ここで考えるわけです。私たちはすでにザカ
リヤが口がきけなくなったことを知っていますか
ら、マリアにも何か起きるのではないかと予想す
るわけです。ところがマリアにはそういうことはいっ
さい起こらない。どうしてでしょう。ガブリエル
の語ることを聞いて、全部素直に疑わずに信じた。
だからなにもおとがめを受けなかった。本当にそ
うでしょうか。 

３）不安 
　ユダヤ人の間では、女性はいまの中学生くらい
の年齢になると婚約をするのが習慣だったそうです。
そうするとマリアはまだ子どもなので、聞いても
よく分からなかったということなのか。そうでは
ないでしょう。それは皆さんもよくご存じのはず
です。 
　マリアもいろいろなことを考えます。ヨセフには
今のことを正直に伝えなければならない。そのこ
とをまず考えた。でも冷静に受けとめてくれるだ
ろうか。他の男性と関係を持ったと誤解され、責
められるかもしれない。もしそうなれば、姦通の
罪を犯したことになり石で打たれて殺されるでしょ
う。今自分は、生きるか死ぬかの瀬戸際に立たさ
れている。そう思うと非常に恐ろしい。 

３　告白するマリア 

１）エリサベツ 
　マリアはそれでも小さな身体で御使いが語るこ
とを一生懸命受けとめようとします。でもわからな
いことだらけです。そこで御使いは、親類のエリサ
ベツのことを36節で語って励ますのですが、その
なかに「あの人もあの年になって男の子を宿してい
ます」とあることに注意してください。 
　いまなら産まれる前から、赤ちゃんが男の子か
女の子かわかります。でも昔は違います。産まれて
くるまで分からない。それなのに御使いはエリサ
ベツが男の子を宿していると断言する。こう言える
のは二種類の人しかいない。一人は詐欺師。もう
一人は神もしくは神から使わされた者。でも詐欺
師ならば嘘がばれるようなことは絶対言いません。
赤ちゃんが男か女か性別には触れないはずです。と
ころが目の前に立っている不思議な人は、「男の
子を宿している」と言い切るのです。 

２）私は主のはしためです　 
　その御使いがこう語ります。「聖霊があなたの上
に臨み、いと高き方の力があなたをおおいます。」
そして37節。「神にとって不可能なことは何もあ
りません。」 
　細かな事は理解できなかったとしても、たった
一つ分かることがありました。これはペテン師の
話ではない。自分が今聞いているのは、神のこと
ばである。なぜそのように受けとめられたのか。
答は御使いが言っています。「聖霊があなたの上に
臨み、いと高き方の力があなたをおおいます。」マ
リアが自分の力で理解したのではない。すでに聖
霊がマリアをとらえています。聖霊の励ましを受け
ながら、御使いのことばを神のことばとして受け
とめていきます。 
　そんなとき人は何を言うのでしょうか。「私は
恵まれた幸せな人間です。神さま、感謝します」と
は言わない。マリアはなんと言ったか。「ご覧く
ださい。私は主のはしためです。」「私は神の前に
立つことのできない罪人です」と言うのです。どう
してこう言えたのか。 
　神のみわざはまったく不思議です。神が直接この
世に来られ、救いのみわざを成し遂げてくだされ
ばいいはずです。ところが神はそのような方法はと
られない。人とならなければならない。そう考え
る。まるで着ぐるみを着るようにして人と似た格好
をするということではない。実際に、人の身体を
とおして、それもこんな自分を通して、赤ちゃんの
姿となって私たちのところへ来ようとされる。そ



のような神のご計画が光に照らされるようにして見
えてくると、自分の罪も鮮やかに見えてきました。 

３）この身になりますように 
　そしてこう続けて言います。「どうぞ、あなたの
ことばのとおり、この身になりますように。」ヨセ
フがどのように受けとめるのか、分からない。も
しかして自分は死ぬことになるかも知れない。それ
でも、すべて神にゆだねると決心します。 
　もう人並み人生を歩むことはできません。神の
ご計画ならばそれでもよいと、自分を差し出します。
実際にマリアはやがて十字架の前に立たなければ
ならないときが来ます。自分の息子が目の前でむご
たらしい姿となって殺されていくのを見なければな
らない。母として胸が張り裂けるほどのつらい経験
です。御使いは「おめでとう、恵まれた方」と言っ
たけれど、まるで悪い冗談かとさえ皮肉を言いた
くなります。 
　でも、ナザレに住むひとりの女性であったマリ
アが、迷いながらも聖霊の励ましを受けて神のこ
とばを受けとめようとします。ザカリヤは口がきけ
なくされるという身体の変化をとおして救い主を
待ち望む信仰を与えられていきました。マリアは、
自分のお腹が少しずつ大きくなっていくのを見なが
ら、救い主が来らることを待ち望む信仰へと整え
られていきます。 
　思い悩むマリアを励ましながら、人となって来
られた主イエスの御名をあがめます。


